
令和 8 年度 横浜こども科学館事業計画書 

                                   

１．令和 8 年度基本方針 

横浜こども科学館は、青少年の科学に関する知識を啓発し、創造性豊かな青少年の育成に寄与す

るために「横浜こども科学館条例」「横浜こども科学館条例施行規則」を遵守し、「横浜市子ども・

子育て支援事業計画」を支援し、あらゆる世代に向けた情報発信と科学に関する拠点の役割を担

います。第 4 期指定管理 5 年目となる今年は、幅広い年代の来館者に施設をご利用いただけるよ

う、周知に取り組んでまいります。また、令和 7 年度に開始した団体・個人利用者に対するアン

ケートを継続して実施し、来館者の求めるサービスについて精査・実行していきます。インター

ネットを活用した講演会のライブ配信や大人向けの講座を継続して行い、知識のアーカイブと共

に幅広い年代に情報を届けます。EC ショップについても引き続き継続し、新型コロナウイルス

感染再拡大など不慮の事態においても、館施設利用以外での収益を確保し、新しい生活様式に則

った館の運営を行います。横浜銀行、横浜市こども青少年局との共同イベントでは、災害をテー

マにした全 5 回の講演会を開催します。また、講演会に連動した外部訪問やパネル展示イベント

も開催し、話を聞くだけではない体験を提供します。新しいことにはどんどん取り組み、日本一

の政令指定都市「横浜」にふさわしい日本一の科学館を目指します。 

 

 （１）「みつける科学館」 

    子どもたちに科学の分野での三つの心・センスとして「知りたい心」（好奇心）「挑みたい心」

（冒険心）「創りたい心」（匠の心）の萌芽を発見するチャンスを提供します。科学館で出会

うさまざまな展示物、科学・工作教室、催しを通じて子どもたちが「センス」に気づくこと

ができるように助力に努めます。 

  

（２）「つなぐ科学館」 

    「子ども」と「科学」をキーワードの中核に据えて、家族・家庭と学校・地域に日常的なつ

ながりを創りあげます。科学館は子どもたち自身が抱く疑問を懸け橋とする知的なネット

ワーク構築のお手伝いを一生懸命に行います。 

 

 （３）「あつまる科学館」 

    未来から預かった大切な子どもたちを育てる横浜市の地域の力、学校の力、家庭の力などの

恵まれた環境が科学館には結集しています。それらの横浜の街づくりの力が「あつまる場」

として機能して行きます。 

 

 （４）「ひろげる科学館」 

    どんな環境においても、途絶えることのない科学の営みがあらゆる手法で地域に満たされ

新しい地域の姿やひとびとの豊かな生活を「ひろげる」ため、あらゆる場所に情報を発信し

ます。 

 



 

２．事業計画 

（１）事業実施計画 

目標数値 入館者数 272,000 人 入場者数（プラネタリウム）139,000 人 

①科学技術に関する専門知識や最新情報イベントの開催 

協力関係にある機関（JAXA 等）の方々を招聘し、子どもたちと直接会話、もしくは 

オンライン上で交流をしてもらう機会をつくります。 

②科学に関する体験講座や教室の開催 

物理、化学、生物、地学の領域ごとの体験講座や教室を開催します。 

③出前教室の開催 

     プログラミング教室を始め、科学館ならではの視点に立った内容の見直しを行います。 

     来館の難しい学校にも赴き、科学的な発見や学びにつながるような教室を開催します。 

④プラネタリウムを使用したイベントの開催 

 星に関する知識を得て本物の天文学を学ぶきっかけになるようなイベントを開催し 

ます。 

    ⑤広報活動の多様化 

     科学の普及のため、ホームページ掲載やチラシ作成に加え、SNS（Twitter、YouTube 等）

を有効的に活用し、従来以上にメディアと連携した広報活動を強化します。 

    ⑥オンライン教室の充実 

インターネットを活用した講演会、EC ショップ、出張科学館等の事業をさらに発展させ、 

新しい生活様式に則った科学普及活動を行います。 

    

（２）計画的な事業展 

ソフト・ハードの両面の充実を図ります。 

① 常設展示 

５F に AR を使用した新たな展示を導入し、来館者の体験拡充を行います。 

②企画展 

春休み「幼児」、春の大型連休「ファミリー」、夏休み「自由研究」などをテーマに開催し

ます。 

③プラネタリウムの番組制作と投影 

子どもたちが天文学を学ぶきっかけになるような番組制作と投影を行います。 

月食などの天文イベントを意識した解説を行い、子どもたちの興味を引き出します。 

④科学に関する体験講座や教室などの開催 

目標数値は、開催回数 880 回、参加人数 8,000 名の参加を目指します。 

    ⑤図書館 

     最新情報、新発見など科学に関する書籍・雑誌を幅広く取り揃えます。また、幼児向けの 

科学の本なども取りそろえ、家族で楽しんでもらう本を揃えます。 

 



⑥教育機関や他の青少年施設との連携事業 

横浜市小学校理科研究会、横浜市幼稚園協会、横浜市内青少年施設などと連携事業を開催

します。 

⑦科学や宇宙に関する情報収集と提供 

 連携機関（JAXA 等）から定期的に最新情報を入手し情報提供を行います。 

⑧他施設のイベント、科学体験プログラムの情報収集と提供 

 他館で人気のあった企画展などを招聘し、来館者の興味関心を育みます。 

 自然科学領域施設と相互にイベントチラシなどの配架を行います。 

⑨教室や講演のオンラインによる同時配信をおこない、遠隔の参加者にも知識・情報を届け

ます。講師の講演をアーカイブ化し、いつでもどこでも視聴できるようにします。 

（３）利用者サービスの向上 

来館者目線での施設運営を行い、充実した設備、体制の中で学べる環境をつくります。 

① 休館日 

原則第 1,3 火曜日とし、年間で休館日 33 日、開館日 332 日とします。 

②展示フロア解説の実施 

解説スタッフは来館者との対話記録を残し、解説力の向上に努めます。 

③来館者の声を現場に反映する仕組みを作ります。 

 要望や苦情を現場運営に反映させ、サービスの向上やより快適な環境を提供します。 

④広報活動・利用促進 

来館者満足度を向上させ、来館者の利用動機の幅を広げていきます。ホームページ掲載や

チラシ作成に加え、SNS（Twitter、YouTube 等）の活用等、来館者の情報収集源に合っ

た広報活動を行い、利用促進を図ります。 

    ⑤「多様性」「ハンディキャップ」への理解 

     全ての方に満足いただけるよう、ハード面の不足は案内スタッフのソフトで補います。 

     来館者目線を考えた対応について日々学び、寄り添うサービスを提供していきます。 

 

 （４）地域や他機関等との連携・協働 

わたしの街の科学館を目指します。 

①地域行政（地元自治会等）と連携・協働し、事業の開催・参加を強化します。 

     洋光台サイエンスクラブ等の内容の充実を図り地域活性へ積極的に参加します。現在の 

コロナ禍に鑑みた感染症対策を万全に行い、参加者全員が安心して参加できる教室を開催 

します。 

    ②ボランティア会の活動を強化 

     単なる「参加の場」にとどまらず、知的レベルの非常に高いボランティアの経験・知識を

十分に発揮していただく教室等・企画等を実施し参加者の学び、成長に結びつけます。 

    ③学校、青少年関係団体や企業等との連携・協働を強化 

     横浜市教育委員会、横浜市小学校理科研究会などとの連携を強化します。 

    ④ネーミングライツスポンサーとの連携を強化 



     「科学館の応援団」として様々な場面でバックアップをしていただきます。 

    ⑤湘南三浦教育事務所エリアの教育委員会との連携 

     横須賀市、鎌倉市、逗子市、葉山町、三浦市の各教育員会との連携を強化し、 

     企画展チラシ（春の大型連休、夏休み、春休み）の児童一人 1 枚配布を行います。 

 

 

３．管理運営計画 

これまでの経験とノウハウを活かし、コロナ禍に負けない運営を行い「新しい時代の科学館」を 

目指します。 

 

（１）運営体制 

    経験豊富な職員に加えて、有望な新人を採用し強い運営体制の確立を目指します。 

① 科学コミュニケーターの育成・スキルアップ 

     外部研修等へ積極参加し、ネットワークの構築や情報収集を行います。 

    ② プラネタリウム投影者の研修 

     スタッフの中からプラネタリウム投影者を育成し、安定したプラネタリウム投影を行い 

ます。 

 

 （２）収支計画 

    ①計画達成の推進 

入館者・入場者の目標をクリアし利用料金の落ち込みを新規事業・企画の実施等により収 

入確保を図ります。 

  

    ②無駄な支出の抑制 

     メリハリのある支出を実行し経費削減を図ります。 

 

 （３）施設の維持管理 

    戦略的維持管理の実践を通じて、安心・安全・快適な施設環境を実現します。 

    ①施設長寿命化への取組を強化 

     予防保全の視点に立った小破修繕工事を実施します。 

② SDGｓの取組を強化 

前庭でのコメ作り体験や、洋光台駅前公園での自然観察教室など、SDGs を意識した教室

を推進するとともに、業務の効率化やごみの削減など、運営面でも SDGs に取り組んでい

きます。 

③確実な維持管理業務を実践 

     関係法令や業務仕様書を順守した業務を行います。 

    ④衛生管理の徹底 

日常清掃を重視し、「施設は古いが、来館者に気持ち良く利用していただける施設」を 



     目指します。  

⑤省コスト化 

     ロボット掃除機や、駐車場ゲートの設置などの機械化を進め、来館者へのサービスを落と

すことなくコストカットを目指します。 

 

 （４）モニタリング 

    PDCA サイクルを強化し、来館者の声を実現します。 

 

①利用者モニタリング、利用者アンケートの実施 

     教室、イベント実施時にお客様の声を直接うかがい、以後の企画に反映させます。 

    ②タブレット端末の活用 

タブレット端末利用によりアンケート回収、分析を迅速に行います。 

③セルフモニタリングを実施 

     各種モニタリング指標を統計・分析し次年度の事業計画などに反映させます。 

 以上 




